
資格取得状況(各年度の資格取得者数)

学士課程

①教員免許状(学部) (人)

学部 学科 種類 教科 平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度

中学校教諭一種 国語、社会、英語 16 21 22

高等学校教諭一種 国語、地理歴史、公民、英語 23 32 35

中学校教諭一種 英語 9 11 22

高等学校教諭一種 英語 13 14 24

幼稚園教諭一種 36 23 35

小学校教諭一種 43 38 48

特別支援学校教諭一種 11 8 10

中学校教諭一種 保健体育 7 7 6

高等学校教諭一種 保健体育 7 8 9

中学校教諭一種 音楽、美術 7 6 12

高等学校教諭一種 音楽、美術 11 7 12

中学校教諭一種 理科、数学、家庭、社会 41 25 36

高等学校教諭一種 理科、数学、家庭、地理歴史、公民 54 38 54

中学校教諭一種 社会 2 1 1

高等学校教諭一種 公民 2 2 1

中学校教諭一種 数学 12 14 12

高等学校教諭一種 数学 15 18 19

中学校教諭一種 理科 1 7 1

高等学校教諭一種 理科、農業 6 16 12

海事技術マネジメント学科 高等学校教諭一種 商船 0 0 0

【平成25年度改組】 (人)

学部 学科 種類 教科 平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度

グローバル輸送科学科 - - -

マリンエンジニアリング学科 - - -

8

17

海洋ロジスティクス科学科
マリンエンジニアリング学科

高等学校教諭一種 商船

高等学校教諭一種 理科

高等学校教諭一種

※海事科学部は、平成25年度からグローバル輸送科学科（航海マネジメントコース・ロジスティクスコース）、海洋安全システム科学科、
　 マリンエンジニアリング学科（機関マネジメントコース・メカトロニクスコース）に改組します。
　 改組後の教職課程については、現在、文部科学省に申請中。ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の内容が
　 変更となる可能性があります。

1

19

海事科学部
(平成20年4月改組) 工業

海事科学部
(平成25年4月改組)

7中学校教諭一種 理科

全学科共通

発達科学部

経済学部
 (昼間主コース)

(1)

14

(1)

農学部
(平成20年4月改組)

理学部
5

文学部 人文学科

国際文化学部 国際文化学科

※上記人数は、複数校種・複数教科の免許状を取得している場合、延べ人数を表す。

※海事科学部の改組(H20)前の学科(課程)所属の学生は、(　　)書きで外数で表す。

人間形成学科

人間行動学科

人間表現学科

人間環境学科

経済学科

数学科

物理学科
化学科
生物学科
地球惑星科学科



(人)

学部 学科・専攻等 資格の種類 要件 平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度

学芸員の資格 16 21 16

社会調査士の申請資格 11 12 12

国際文化学部 国際文化学科 学芸員の資格
在学中に所定の単位を修得した者は資
格を有する。

5

学芸員の資格
在学中に所定の単位を修得した者は資
格を有する。

14 12 12

社会教育主事の資格
在学中に所定の単位を修得した者は講
習会を免除される。

(注3) (注3) (注3)

社会福祉主事任用資格
在学中に所定の単位を修得した者は資
格を有する。

(注3) (注3) (注3)

化学科 甲種危険物取扱者の受験資格
化学科を卒業した者もしくは在学生で化
学に関する授業科目を15単位以上修得し
た者。

27 30 37

地球惑星科学科 学芸員の資格
在学中に所定の単位を修得した者は資
格を有する。

5 10 14

医学科 医師国家試験の受験資格 113 84 110

看護師 75 62 74

保健師 84 75 89

助産師 5 7 10

保健学科検査技術科学専
攻

臨床検査技師の国家試験の受験資
格

40 36 36

保健学科理学療法学専攻 理学療法士の国家試験の受験資格 22 18 19

保健学科作業療法学専攻 作業療法士の国家試験の受験資格 20 13 17

技術士補の一部試験免除

卒業生は、第1次試験 (技術士補) の共通
科目の試験が免除される。
(但し、市民工学科は、第1次試験のすべ
ての科目が免除)

579 566 571

安全管理者の資格
卒業後、3年以上の産業安全に関する実
務経験が必要。

（注3） (注3) (注3)

エネルギー管理士試験の受験が可
能

579 566 571

※(一級)
卒業後、建築設計・工事監理に必要な知
識・能力を得られる2年以上の実務経験
が必要。

※(ニ級・木造)
卒業生は受験資格が得られる。(実務経
験は不要。)

技術士の第1次試験の免除、
第2次試験の受検資格、技術士補の
資格

技術士の第2次試験の受験資格を得るに
は4年以上の実務経験が必要。

64
(技術士補)

74
(技術士
補)

60
(技術士
補)

測量士 (補) の資格
※(測量士)
卒業後、測量に関する1年以上の実務経
験が必要。

64 74 60

※(一級)
卒業後に3年以上(指導監督的実務経験1
年以上を含む)の実務経験が必要。

※(ニ級)
以下の受検しようとする種目について、卒
業後にそれぞれの条件を満たすこと。

建設機械施工
受検しようとする種別に関する6ヶ月以上
の実務経験を含む1年以上の実務経験を
有する者。

土木及び建築施工管理(国土交通大臣が
指定する種別)
受検しようとする種別に関し1年以上の実
務経験を有する者。

その他の種目及び種別
「学科試験」
　卒業した者又は卒業見込みの者。
「実地試験」
　受検しようとする種目(種別)に関し1年以
上の実務経験を有する者。

(一級)
 (注3)
(二級)
96

保健学科看護学専攻

全学科共通

技術検定の受検資格

建築士の受験資格建築学科

全学科共通

看護師の受験資格(注１)

理学部

文学部 人文学科

（一級）
 （注3）
(二級)
91

（注3） (注3)

(一級)
 (注3)
(二級)

          90

(注3)

発達科学部

市民工学科

工学部

医学部

平成23年度卒業生
から資格取得

②その他の資格(学部)

在学中に所定の単位を修得した者は資
格を有する。



学部 学科・専攻等 資格の種類 要件 平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度

電気主任技術者の資格
※(一種)
卒業前の実務経験の2分の1と卒業後の
実務経験の和が5年以上必要。

（注3） (注3) (注3)

電気通信主任技術者の受験資格
所定の単位を取得した者は、受験の際
「電気通信システム」の試験科目が免除さ
れる。

16 10 11

第1級陸上無線技術士の一部試験免
除

所定の単位を取得して卒業した者は、受
験の際「無線工学の基礎」の試験科目が
免除される。(卒業の日から3年以内に限
る)

49 61 61

第二種電気工事士
所定の単位を修得した者は、第二種電気
工事士試験を受験する際筆記試験が免
除される。

（注3） (注3) (注3)

自動車整備士 (3級) の受験資格 ※卒業後6ヶ月以上の実務経験が必要。 （注3） (注3) (注3)

※(特級)
ボイラーに関する単位を取得して卒業し
た者で、卒業後、2年以上の実地修習が
必要。

※(一級)
ボイラーに関する単位を取得して卒業し
た者で、卒業後、1年以上の実地修習が
必要。

応用化学科 甲種危険物取扱者の受験資格
応用化学科を卒業した者もしくは在学生
で化学に関する授業科目を15単位以上
修得した者。

105 95 103

資源生命科学科
応用動物学コース

18

生命機能科学科
応用生命化学コース

19

資源生命科学科
応用植物学コース

生命機能科学科
環境生物学コース

JABEEプログラム修習技術者の資格

日本技術者教育認定機構 (JABEE) の認
定したプログラムを修了した者に資格が
与えられ、技術士の第1次試験が免除さ
れる。

13

測量士 (補) の資格

卒業者は測量士 (補) の資格が得られ
る。
(測量士は、卒業後1年以上の実務経験を
要する)

13

土木施工管理技士の受験資格

※(一級)
卒業後に3年以上（指導監督的実務経験1
年以上を含む）の実務経験が必要。
※(二級)
以下の受検しようとする種目について、卒
業後にそれぞれの条件を満たすこと。

建設機械施工
　受検しようとする種別に関する6ヶ月以
上の実務経験を含む1年以上の実務経験
を有する者。
土木及び建築施工管理(国土交通大臣が
指定する種別)
　受検しようとする種別に関し1年以上の
実務経験を有する者。
その他の種目及び種別
「学科試験」
　卒業者又は卒業見込みの者
「実地試験」
　受検しようとする種目（種別）に関し1年
以上の実務経験を有する者

13

食料環境システム学科
生産環境工学コース農業土
木系分野 (地域環境工学プ
ログラム)

農学部
(平成20年4月改組)

樹木医補の資格(注2)

在学中に免許資格に関する所定の科目
を履修した者は資格を有する。

所定の単位を取得した者は、申請により
樹木医補の資格を取得できる。樹木医の
受験資格を得るには、卒業後1年以上の
実務経験が必要。

食品衛生管理者及び食品衛生監視
員の資格

ボイラー取扱主任の受験資格 (注3)（注3） (注3)
機械工学科

電気電子工学科

工学部

5学科から3学科への
改組につき、卒業者は
なし。

樹木医補資
格養成機関
に認定され
たのが、平
成23年8月
であり、該
当者無し。

(注3) (注3)

5学科から3学科への
改組につき、卒業者は
なし。

5学科から3学科への
改組につき、卒業者は
なし。

5学科から3学科への
改組につき、卒業者は
なし。



学部 学科・専攻等 資格の種類 要件 平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度

三級海技士 (航海)の受験資格 (22) (35) (25)

三級海技士 (機関)の受験資格 (28) (20) (17)

第一級海上特殊無線技士免許
在学中に所定の単位を修得した者は資
格を有する。

16(7) (21) (38)

船舶衛生管理者の講習一部免除
在学中に所定の単位を修得し、乗船実習
科を修了した者は、船舶衛生管理者講習
(B) 受講資格が得られる。

(44) (51) (37)

救命艇手の資格

救命艇の操作に関する教科課程を修め
て卒業した者で、6ヵ月以上の乗船履歴を
有する者は資格を有する。
　※健康証明書が必要。
　　（船員手帳に付随）

(注3) (注3) (注3)

三級海技士 (航海)の受験資格
在学中に所定の単位を修得し、乗船実習
科を修了した者は、筆記試験が免除され
る。

(0) (1) (1)

第一級海上特殊無線技士免許
在学中に所定の単位を修得した者は資
格を有する。

0 (0) (1)

船舶衛生管理者の講習一部免除
在学中に所定の単位を修得し、乗船実習
科を修了した者は、船舶衛生管理者講習
(B) 受講資格が得られる。

(0) (1) (1)

三級海技士 (機関)の受験資格
在学中に所定の単位を修得し、乗船実習
科を修了した者は、筆記試験が免除され
る。

(0) (0) (0)

船舶衛生管理者の講習一部免除
在学中に所定の単位を修得し、乗船実習
科を修了した者は船舶衛生管理者講習
(B) 受講資格が得られる。

(0) (0) (0)

【平成25年度改組】 (人)

学部 学科 種類 教科 平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度

三級海技士 (航海)の受験資格
在学中に所定の単位を修得し、乗船実習
科を修了した者は、筆記試験が免除され
る。

- - -

第一級海上特殊無線技士免許
在学中に所定の単位を修得した者は資
格を有する。

- - -

船舶衛生管理者の講習一部免除
在学中に所定の単位を修得し、乗船実習
科を修了した者は、船舶衛生管理者講習
(B) 受講資格が得られる。

- - -

救命艇手の資格

救命艇の操作に関する教科課程を修め
て卒業した者で、6ヵ月以上の乗船履歴を
有する者は資格を有する。
　※健康証明書が必要。
　　（船員手帳に付随）

- - -

三級海技士 (機関)の受験資格
在学中に所定の単位を修得し、乗船実習
科を修了した者は、筆記試験が免除され
る。

- - -

船舶衛生管理者の講習一部免除
在学中に所定の単位を修得し、乗船実習
科を修了した者は船舶衛生管理者講習
(B) 受講資格が得られる。

- - -

救命艇手の資格

救命艇の操作に関する教科課程を修め
て卒業した者で、6ヵ月以上の乗船履歴を
有する者は資格を有する。
　※健康証明書が必要。
　　（船員手帳に付随）

- - -

(注3)実数は把握せず。

海洋ロジスティクス科学科

マリンエンジニアリング学科

海事科学部
(平成20年4月改組)

(注1)平成23年度以前入学者は、看護師、保健師、助産師の国家試験の受験資格。

海事技術マネジメント学科

(注2)平成24年度以降入学者適用。

※海事科学部の改組前の学科(課程)所属の学生は、(　　)書きで外数で表す。

在学中に所定の単位を修得し、乗船実習
科を修了した者は、筆記試験が免除され
る。

海事科学部
(平成25年4月改組）

グローバル輸送科学科
航海マネジメントコース

マリンエンジニアリング学科
機関マネジメントコース

※海事科学部は、平成25年度からグローバル輸送科学科（航海マネジメントコース・ロジスティクスコース）、海洋安全システム科学科、
　 マリンエンジニアリング学科（機関マネジメントコース・メカトロニクスコース）に改組します。



(人)

研究科 専攻 種類 教科 平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度

人文学研究科 中学校教諭専修 国語、社会、英語 8 4 2

(博士課程前期課程) 高等学校教諭専修 国語、公民、英語 8 6 2

中学校教諭専修 社会、英語 1 0 0

高等学校教諭専修 地理歴史、公民、英語 1 1 0

国際文化学研究科 中学校教諭専修 英語 2 2 0

(博士課程前期課程) 高等学校教諭専修 英語 2 2 0

人間発達環境学研究
科

心身発達専攻 特別支援学校教諭専修 0 0 0

(博士課程前期課程) 幼稚園教諭専修 1 1 0

(平成19年4月改組) 小学校教諭専修 3 2 0

中学校教諭専修 保健体育 0 1 0

高等学校教諭専修 保健体育 0 1 0

中学校教諭専修 音楽、美術 1 1 0

高等学校教諭専修 音楽、美術 1 1 0

中学校教諭専修 数学、理科、社会、家庭 9 7 0

高等学校教諭専修 数学、理科、公民、家庭 10 9 0

中学校教諭専修 社会 0 1 0

高等学校教諭専修 公民 0 1 0

中学校教諭専修 社会 0 0 0

高等学校教諭専修 公民 0 0 0

理学研究科 中学校教諭専修 数学 8 7 4

(博士課程前期課程) 高等学校教諭専修 数学 11 11 5

農学研究科

(博士課程前期課程)

海事科学研究科

(博士課程前期課程)

【平成25年度改組】 (人)

研究科 専攻 種類 教科 平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度

人間発達環境学研究
科

特別支援学校教諭専修 - - -

(博士課程前期課程) 幼稚園教諭専修 - - -

(平成25年4月改組) 小学校教諭専修 - - -

中学校教諭専修 保健体育、音楽、美術 - - -

高等学校教諭専修 保健体育、音楽、美術 - - -

(人)

研究科 専攻 種類 教科 平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度

0商船、工業

社会 1

博士課程前期課程
社会動態専攻

中学校教諭専修

0

高等学校教諭専修 公民

人間発達専攻

※人間発達環境学研究科(H19)、経済学研究科(H20)の改組前の専攻所属の学生は、(　　)書きで外数で表す。

海事科学専攻 高等学校教諭専修

国際開発政策専攻
国際協力政策専攻
地域協力政策専攻

法学研究科
(博士課程前期課程)

数学専攻

食料共生システム学専攻
資源生命科学専攻
生命機能科学専攻

教育・学習専攻

人間環境学専攻

人間行動専攻

人間表現専攻

物理学専攻
化学専攻
生物学専攻
地球惑星科学専攻

経済学専攻

文化構造専攻

社会動態専攻

0

文化相関専攻
グローバル文化専攻

理論法学専攻
政治学専攻

00

理科中学校教諭専修

博士課程前期課程

高等学校教諭専修

理科 2

2

農業

7

高等学校教諭専修

①教員免許状(大学院)

経済学研究科
(博士課程前期課程)
(平成20年4月改組)

0

0

86
法学研究科
(専門職学位課程)

司法試験受験資格実務法律専攻

人文学研究科

国際協力研究科
(博士課程前期課程)

専門社会調査士の申請資格

※上記人数は、複数校種・複数教科の免許状を取得している場合、延べ人数を表す。

在学中に所定の単位を修得した者は資
格を有する。

②その他の資格(大学院)

※人間発達環境学研究科は、平成25年度から人間発達専攻、人間環境学専攻に改組します。(人間発達専攻のみ改組)
　 改組後の教職課程については、現在、文部科学省に申請中。ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の内容が
　 変更となる可能性があります。

0

1 0

80 92

7

15

1 3

0

15

0


